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「声のラン」では、おもに「市長への手紙・ポスト」や「広報広聴モニター」の声と、

その答えをご紹介しています。そのほか皆さんからの一般的な質問などもご紹介しま

すので、普段から疑問に思っていることなどを、お手紙などでお寄せください。ただし、

ほかの市民にも参考になる内容を採用させていただくため、個人的なことなどすべてを掲載す

ることはできません。また、質問の内容を確認する必要上、お手紙には必ず連絡先と名前をご

記入ください。【〒066-8686／千歳市東雲町２丁目34／千歳市企画部広報広聴課 宛】

市
の
税
金
を
一
括
支
払
い
し

て
割
引
で
き
な
い
の
？北海道内では、平成22年度に市税の前

納により報奨金を支給して税額を減額

する制度を行っている市はありませ

ん。全国的には、まだこの制度を継続

している自治体はありますが、廃止ま

たは段階的な廃止を決定する傾向にな

っています。

市
道
民
税
や
固
定
資
産

税
、
国
民
健
康
保
険
料

は
、
納
付
書
を
使
い
一

括
し
て
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す

が
、
納
税
さ
れ
る
方
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
、
一
括
払
い
に
よ
る
支

払
い
額
の
減
額
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

過
去
に
は
、
こ
れ
ら
の
税
な
ど

を
一
期
目
の
納
期
ま
で
に
全
期
分

を
一
括
し
て
納
め
る
と
、
一
定
の

率
の
額
の
前
納
報
奨
金
を
交
付
し

実
質
的
に
支
払
い
額
を
減
額
す
る

制
度
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
戦
後
、
社
会
情

勢
が
混
乱
し
た
り
、
経
済
状
況
が

不
安
定
で
あ
っ
た
り
し
た
た
め
、

税
収
を
早
い
時
期
に
確
保
す
る
と

と
も
に
、
納
税
は
自
主
的
に
と
い

う
意
識
の
向
上
を
目
的
に
昭
和
25

年
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
し
だ
い
に
社
会
が
安

定
し
、
当
初
の
目
的
が
達
成
さ
れ

て
き
た
ほ
か
、
同
じ
種
類
の
税
で

あ
っ
て
も
給
与
か
ら
差
し
引
か
れ

る
給
与
所
得
者
に
は
適
用
さ
れ
な

い
こ
と
や
、
資
金
に
余
裕
の
あ
る

方
し
か
制
度
を
利
用
で
き
な
い
こ

と
な
ど
の
課
題
が
あ
っ
た
た
め
、

こ
の
制
度
は
、
昭
和
54
年
度
で
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
に

は
、
国
民
年
金
前
納
割
引
制
度
が

あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
制
度
は
国

が
運
営
し
て
お
り
、
取
り
扱
う
資

金
が
多
額
で
す
。
納
入
さ
れ
た
保

険
料
を
資
金
運
用
し
て
利
息
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
利
息
を
割

引
額
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、保
険
料
の
割
引
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
保
険
料
が
一
律
で
あ
る
た

め
、
前
納
割
引
制
度
が
あ
っ
て
も

不
公
平
感
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
道
民
税
な
ど
の

支
払
い
方
法
に
つ
い
て
ご
理
解
願

い
ま
す
。

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な

ど
を
口
座
か
ら
の
自
動
振

替
で
支
払
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
支
払
い
は
数
期
に
分
か
れ
て

い
ま
す
が
、
支
払
い
方
法
に
一
括
支

払
い
や
半
年
支
払
い
の
方
法
を
取
り

入
れ
て
、
ま
と
め
て
支
払
う
方
に
は

一
定
額
の
割
引
を
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
か
？

《
60
歳
代
女
性
》

市税などを生かしてまちづくりが進みます
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